倫理的配慮確認書
氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　所属：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
発表タイトル：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
※各項目をチェックし、抄録とともに提出してください　
1. 所属機関の許可
☐  所属機関に発表内容を伝え、許可を得た（特に実践報告）　
□非該当
２．意見表明等支援事業等の委託事業として実施した場合
□ 委託元（自治体等）に発表について、承諾を得て、抄録内に記載した
□非該当
３. 倫理的配慮　＜事例を取り扱う場合には必ず確認してください。＞　　
☐  対象者本人・親権者／監護者に対して、報告をすることの同意を得ている　
□　個人が特定される情報を匿名化／個人が特定される情報を出す場合には同意を得ている　
☐  情報の組み合わせによって特定される可能性を検討した
· 事例を加工した場合(年齢の変更、複数事例の合成等)、加工した旨を明示した
· 抄録に、同意及びプライバシーの配慮事項を記載した　
· 所属機関等の倫理委員会の承認を得ている　
☐  非該当　 
４ 連名者の取り扱い
☐  実質的に貢献した者のみを連名者とし、全員に発表内容の了承を得た
☐  非該当　 
５ 共同実践者の同意
☐  共同で取り組んだ実践を発表するにあたり、他の共同実践者の同意を得た
☐  非該当　

抄録記載例　【倫理的配慮】 本報告は○○県委託事業の実践にもとづく。発表内容について委託元の確認を得たうえで、対象者本人および関係者から同意を得た。氏名、施設名、地域名等、個人が特定される情報は匿名化している。事例の記述にあたっては本人が特定されないよう一部を加工しており、加工した箇所はその旨を明示している。
子どもアドボカシー学会研究倫理規程をもとに作成　　
